
６
月
３
日
、
亀
戸
駅
北
口
で
、

「
江
東
市
民
連
合
」
と
「
戦
争
法

廃
止
を
求
め
る
大
島
の
会
」
が
署

名
宣
伝
行
動
。
21
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
東
陽
町
西
友
前
に
は
新
日

本
婦
人
の
会
、
団
地
９
条
の
会
、

戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
砂
町
の

会
な
ど
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

署
名
の
呼
び
か
け
に
「
自
衛
隊

は
自
分
の
国
を
守
れ
ば
よ
い
」
と

言
う
男
性
や
「
戦
争
は
良
く
な
い
。

ま
だ
署
名
し
て
な
か
っ
た
」
と
若

い
男
女
、
「
子
ど
も
を
戦
場
に
は

送
ら
な
い
」
と
親
子
で
署
名
す
る

姿
も
。
１
時
間
で
１
０
３
筆
の
署

名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
「
大
会
宣
言
」
は
、

日
本
が
73
年
間
、
戦
争
す
る
こ
と

な
く
発
展
し
て
き
た
の
は
憲
法
９

条
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
憲
法

改
悪
で
、
国
民
を
戦
争
で
殺
し
、

殺
さ
れ
る
道
に
進
む
こ
と
は
絶
対

に
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
安
倍
政
権
の
「
働
き
方
改

革
」
に
対
し
、
雇
用
破
壊
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
と
厳
し
く
批
判
。

「
多
様
な
働
き
方
」
と
称
し
て
労

働
法
が
適
用
さ
れ
な
い
労
働
者
を

作
り
出
し
過
労
死
を
生
み
出
す

「
残
業
代
ゼ
ロ
法
」
な
ど
絶
対
に

許
さ
ず
、
過
労
死
や
長
時
間
労
働

を
規
制
す
る
労
働
者
保
護
の
労
働

法
制
を
実
現
さ
せ
よ
う
。

さ
ら
に
「
憲
法
改
悪
す
る
な
、

９
条
守
れ
」
、
共
謀
罪
と
戦
争
法

廃
止
、
労
働
法
制
の
改
悪
反
対
と

働
く
ル
ー
ル
の
確
立
、
消
費
税
増

税
中
止
、
大
企
業
の
中
小
企
業
イ

ジ
メ
許
さ
ず
、
商
店
街
を
活
性
化

し
地
域
経
済
を
守
る
。

区
労
連
と
し
て
区
内
で
働
く
34

万
人
の
労
働
者
を
視
野
に
、
20
万

人
を
超
え
る
未
組
織
労
働
者
の
組

織
化
と
総
対
話
で
「
地
域
を
変
え
、

職
場
を
守
る
」
地
域
労
働
運
動
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
、
な
ど
を
高
ら

か
に
宣
言
し
ま
し
た
。

出
発
前
の
集
会
で
、
日
本
共
産

党
の
き
く
ち
幸
江
区
議
は
「
国
の

言
い
な
り
に
福
祉
を
切
り
詰
め
、

税
金
を
た
め
込
む
江
東
区
政
を
変

え
る
た
め
に
力
を
あ
わ
せ
ま
し
ょ

う
。
み
な
さ
ん
の
行
動
が
政
治
を

変
え
ま
す
」
と
挨
拶
。

採
択
さ
れ
た
集
会
ア
ピ
ー
ル
は
、

「
わ
ず
か
な
年
金
が
さ
ら
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
苦
し
い
、
障
が
い
者

福
祉
制
度
を
拡
充
し
て
ほ
し
い
な

ど
、
福
祉
制
度
の
充
実
を
求
め
る

声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
平
和
を
守
り
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
日
本
を
後
世
に
ま
で

残
せ
る
よ
う
、
こ
の
江
東
の
地
域

か
ら
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。
だ
れ

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
『
福
祉

の
花
咲
く
江
東
区
』
を
み
ん
な
の

要
求
で
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と

訴
え
て
い
ま
す
。

集
会
後
、
江
東
区
役
所
ま
で
デ

モ
行
進
、
参
加
者
の
個
人
請
願
書

２
２
４
人
分
を
江
東
区
長
宛
て
に

提
出
し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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更
衣
の
季
節
な
の
に
、

真
夏
日
と
寒
々
と
し
た
梅

雨
空
が
交
互
に
続
い
て
い

ま
す
▼
10
日
の
新
潟
県
知

事
選
で
は
、
小
泉
元
首
相

ま
で
が
エ
ー
ル
を
送
っ
た

共
同
候
補
の
池
田
さ
ん
は
、
自
公

が
総
力
で
推
し
た
相
手
に
３
７
０

０
０
票
差
ま
で
追
い
上
げ
ま
し
た

が
惜
敗
。
し
か
し
、
東
京
・
中
野

区
長
選
で
は
、
現
職
に
８
９
０
０

余
票
の
差
を
つ
け
た
共
同
候
補
が

当
選
し
ま
し
た
▼
12
日
、
史
上
初

の
米
朝
首
脳
会
談
が
実
現
、
朝
鮮

半
島
の
非
核
化
と
平
和
体
制
構
築

の
第
一
歩
と
な
る
共
同
声
明
で
、

今
後
の
具
体
化
に
世
界
が
注
目
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
仲
介
に
依
存
し
た
拉

致
問
題
に
つ
い
て
の
日
朝
会
談
の

可
能
性
も
浮
上
し
て
い
ま
す
▼

「
過
去
に
足
を
と
ら
れ
、
古
い
偏

見
と
慣
行
に
行
く
手
を
さ
え
ぎ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
障
害

を
す
べ
て
乗
り
越
え
て
、
今
日
、

こ
こ
に
い
る
」
と
の
金
委
員
長
の

冒
頭
発
言
に
は
、
仲
介
し
た
文
大

統
領
と
の
会
談
の
成
果
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
事
実
、
核
実
験
場
の
爆

破
に
続
い
て
ミ
サ
イ
ル
基
地
の
廃

棄
や
米
韓
合
同
軍
事
演
習
の
中
断

な
ど
、
米
朝
の
対
応
に
反
し
て
、

「
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
」
を
２
千

億
円
も
か
け
て
秋
田
、
山
口
両
県

に
設
置
し
よ
う
と
奔
走
し
て
い
る

の
が
日
本
の
現
実
で
す
▼
会
期
末

の
国
会
で
は
、
改
ざ
ん
、
隠
蔽
、

虚
偽
に
ま
み
れ
た
数
々
の
疑
惑
に

幕
を
引
き
、
多
国
籍
企
業
が
要
求

す
る
「
働
き
方
法
案
」
「
カ
ジ
ノ

法
案
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
」
な
ど
、
国

民
を
犠
牲
に
す
る
悪
法
の
ご
り
押

し
。
今
こ
そ
、
国
内
外
の
本
流
に

逆
行
す
る
安
倍
政
権
を
退
場
さ
せ

る
市
民
と
野
党
の
共
同
を
固
め
広

げ
る
こ
と
が
切
実
な
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
開
会
中

の
区
議
会
第
２
回
定
例
会
に
子
育

て
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
料
の
一

部
を
減
免
す
る
条
例
改
正
案
を
提

出
し
ま
し
た
。

条
例
改
正
案
は
第
２
子
以
降
の

均
等
割
り
を
免
除
し
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
18
歳
以
下
の
子
ど
も

の
数
は
お
よ
そ
４
千
９
百
人
、
必

要
な
予
算
額
は
お
よ
そ
２
億
５
千

万
円
で
す
。
江
東
区
は
毎
年
１
０

０
億
円
近
い
基
金
（
預
金
）
積
み

増
し
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
そ
の

総
額
も
１
２
０
０
億
円
に
上
っ
て

お
り
、
財
源
は
あ
り
ま
す
。

区
市
町
村
国
民
健
康
保
険
制
度

は
社
会
保
障
制
度
と
位
置
付
け
ら

れ
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
最

後
の
砦
と
し
て
大
事
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
連
続

す
る
制
度
改
悪
で
国
の
負
担
は
減

ら
さ
れ
続
け
、
保
険
料
は
値
上
げ

さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

特
に
こ
の
７
年
間
、
区
市
町
村

国
保
の
広
域
化
に
伴
う
保
険
料
の

計
算
方
式
の
変
更
や
区
独
自
の
保

険
料
軽
減
策
の
撤
廃
の
た
め
保
険

料
は
毎
年
大
幅
な
値
上
げ
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
所
得

が
な
く
て
も
加
入
者
に
一
律
に
か

か
る
均
等
割
り
が
こ
の
７
年
間
で

３
割
近
く
値
上
げ
さ
れ
、
一
人
当

た
り
、
５
万
１
千
円
に
さ
れ
た
こ

と
が
、
多
子
世
帯
に
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
こ
の

間
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
の
値
下
げ

を
求
め
て
き
ま
し
た
。
ひ
き
つ
づ

き
、
十
分
な
財
政
力
を
区
民
負
担

の
軽
減
、
福
祉
向
上
に
活
用
す
る

よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の
国
保
料
軽
減
を

共
産
党
区
議
団
が
条
例
提
案

「
江
東
市
民
連
合
」
共
同
代

表
の
宇
都
宮
健
児
氏
【
写
真

右
】
の
呼
び
か
け
に
応
え
、

次
々
と
署
名

江
東
区
労
連
第
28
回
定
期
大
会
開
催

「
地
域
を
変
え
、
職
場
を
守
る
」
区
労
連
へ

江
東
区
労
連
第
28
回
定
期
大
会
が
５
月
27
日
、
江
東
土
建
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
17
年
度
の
活
動
を
総
括
し
、
18
年
度
運
動
方

針
と
大
会
宣
言
を
採
択
。
佐
伯
克
利
氏
を
議
長
に
、
加
藤
桃
子
氏
を
事

務
局
長
に
選
出
し
ま
し
た
。

花
咲
デ
モ

「
福
祉
の
花
咲
く
江
東
区
」

み
ん
な
で
実
現
さ
せ
よ
う

６
月
13
日
、
江
東
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会
は
東
陽
公
園
で
「
第
23

回
花
咲
デ
モ
」
を
開
催
。
１
６
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大会で選出された新役員のみなさん

生活の要求をかかげ区役所へ向け行進



行
澤
氏
は
「
安
倍
内
閣

『
働
き
方
改
革
』
を
斬
る
！
」

と
題
す
る
講
演
で
法
案
の
問

題
点
と
た
た
か
い
の
展
望
に

つ
い
て
詳
し
く
解
明
。
①
１

０
０
時
間
の
残
業
上
限
規
制

を
新
た
に
設
け
た
が
、
過
労

死
水
準
を
法
律
で
容
認
す
る

結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
②
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
の
導
入
で
、
残
業
割
増
賃

金
制
度
を
な
く
し
て
し
ま
う

③
過
労
死
・
過
労
自
殺
し
て

も
使
用
者
責
任
は

な
く
、
「
自
己
責

任
」
と
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
な
ど
を

告
発
。

佐
戸
さ
ん
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
で
31

歳
の
若
さ
で
過
労

死
し
て
し
ま
っ
た

長
女
の
未
和
さ
ん

の
遺
影
を
卓
上
に

掲
げ
、
親
と
し
て

娘
を
守
っ
て
や
れ
な
か
っ
た

自
責
の
念
に
苛
ま
れ
な
が
ら

も
、
同
じ
苦
し
み
を
味
わ
う

人
を
こ
れ
以
上
増
や
し
た
く

な
い
、
と
い
う
一
念
で
こ
の

場
に
立
っ
て
お
り
、「
過
労
死

促
進
法
」
と
い
わ
れ
る
こ
の

法
案
を
認
め
る
わ
け
に
い
か

な
い
、
と
切
々
と
訴
え
、
参

加
者
の
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

休
憩
後
の
感
想
・
交
流
タ

イ
ム
で
は
、
青
年
か
ら
「
な

ぜ
こ
ん
な
『
働
き
方
改
革
』

が
出
さ
れ
て
い
る
の
か
」「
賃

上
げ
の
財
源
は
ど
う
す
る
の

か
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、

行
澤
氏
は
、
企
業
に
は
残
業

代
や
社
会
保
険
料
す
ら
負
担

し
た
が
ら
な
い
と
い
う
露
骨

な
動
機
が
あ
る
こ
と
、
内
部

留
保
４
３
０
兆
円
の
ほ
ん
の

数
パ
ー
セ
ン
ト
を
回
せ
ば
、

月
１
万
円
の
賃
上
げ
が
可
能

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
丁
寧
に

説
明
し
ま
し
た
。

同
会
は
２
０
０
７
年
創
立

で
会
員
は
約
70
人
。
高
齢
者

や
障
が
い
者
、
生
活
困
窮
の

人
々
が
「
長
生
き
し
て
よ
か
っ

た
」
と
言
え
る
「
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
多

彩
な
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
小
栗
多
美
子
副

理
事
長
が
、
毎
回
10
数
人
が

参
加
す
る
月
１
回
の
昼
食
会

と
保
健
師
会
員
に
よ
る
「
日

常
生
活
内
の
健
康
管
理
」
の

ミ
ニ
学
習
、
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

新
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
鈴
木
康
吉
理
事
長
が
、
人

口
増
の
江
東
区
で
は
一
人
暮

ら
し
を
含
む
後
期
高
齢
者
も

増
え
続
け
、
孤
独
・
孤
立
死

が
こ
こ
３
年
で

25
人
、「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」
な
ど
高
齢
者

狙
い
の
事
件
も
後
を
絶
た
ず

「
行
政
が
福
祉
や
医
療
、
介
護

な
ど
高
齢
者
施
策
の
大
胆
な

改
革
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

日
常
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど

き
め
細
か
な
施
策
が
急
務
」

と
指
摘
。
続
け
て
、
高
齢
者

が
安
心
で
き
る
制
度
の
確
立

を
国
や
自
治
体
に
求
め
る
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
元
気
老
人
の

た
め
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
屋

外
活
動
」
の
実
施
と
、
毎
月

発
行
の
会
報
「
ふ
く
わ
ら
い
」

（
Ａ
４
判
２
頁
）
の
編
集
体
制

強
化
、「
得
す
る
情
報
」
な
ど

内
容
充
実
も
提
起
し
ま
し
た
。

あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
、
赤

羽
目
た
み
お
区
議
が
来
賓
と

し
て
議
会
報
告
を
含
め
て
挨

拶
し
ま
し
た
。

「
中
学
校
教
科
書
の
特
徴
と

問
題
点
」
を
講
演
し
た
教
科

書
ネ
ッ
ト
21
の
俵
義
文
事
務

局
長
は
、
安
倍
政
権
の
め
ざ

す
も
の
は
、
①
大
企
業
優
先

の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
②
ア
メ

リ
カ
と
一
緒
に
戦
争
す

る
国
の
た
め
の
人
づ
く

り
で
あ
り
、「
教
育
再

生
」
と
称
し
「
愛
国
心
」

「
道
徳
心
」
を
強
化
し
て
戦
前

の
教
育
へ
の
回
帰
を
狙
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
偏
狭
な

国
家
主
義
に
染
ま
っ
た
人
材

を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
と
批

判
し
ま
し
た
。

俵
氏
は
８
社
の
道
徳
教
科

書
の
特
徴
や
問
題
点
な
ど
を

紹
介
す
る
中
で
、「
日
本
教
科

書
」
は
、
侵
略
戦
争
美
化
の

歴
史
・
公
民
教
科
書
発
行
の

育
鵬
社
と
つ
な
が
り
の
深
い

人
物
ら
が
設
立
し
た
会
社
で

あ
る
こ
と
も
指
摘
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
俵
氏
は
、
文
部
科

学
省
は
「
道
徳
は
真
実
を
教

え
る
教
科
で
は
な
い
」
と
い

う
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
安

倍
政
権
を
終
わ
ら
せ
る
運
動

を
強
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
」

で
あ
り
、
開
催
中
の
教
科
書

展
示
会
で
実
物
を
見
て
意
見

を
出
す
こ
と
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

江戸時代からの公園は、清澄庭園と

深川公園です。清澄庭園は、元禄には

紀伊国屋文左衛門の別邸があり、享保

から幕末まで大和久世守の下屋敷でし
く ぜのかみ

た。1878(明治11)年、三菱の岩崎弥太

郎が10万平方㍍を買いとり、本格的な

庭園をつくり、このうち９百平方㍍を

一般に開放しました。池のほとりの涼
りょう

亭は江東区最古の木造建築物です。涼

亭と大正記念館は東京大空襲で焼失し、

戦後再建しました。全国の22種類の奇

岩を配置した池泉回遊式庭園で、都の
ち せ ん

名勝第一号です。

深川公園と不動尊一帯は、江戸時代

の永代寺の庭園でした。毎年３月に開

放され、山開きといいました。桜と牡

丹の名所として知られていました。187

3(明治６)年、深川公園として公開され

た都内最古の公園の一つです。

毛利と住吉にまたがる猿江恩賜公園

は、江戸幕府の材木蔵で、後に宮内省

の御料地となり、1932(昭和７)年、南

の一部が払い下げられて都立恩賜公園

となりました。戦後、毛利の営林署貯

木場の跡地に、91種２万本が植樹され、

南の公園とあわせて約14ヘクタールの

公園となりました。

相生橋の中の島公園は、隅田川で唯

一の水上公園で、海洋大の明治丸（国

の重要文化財）が見えます。

戦後、都電撤去や河川埋立て、工場

移転などで多くの公園がつくられまし

た。亀戸から南砂２丁目の都電の線路

跡地にある緑道公園、北砂と東砂１丁

目から大横川までの仙台堀川公園と横

十間川の親水公園は埋立てた公園です。

亀戸中央公園と南砂の森林公園は、そ

れぞれ日立と東都製鋼の跡地です。

南部の広大な埋立地には、夢の島公

園、有明テニスの森公園、13号地公園。

夢の島には総合体育館、陸上競技場、

第五福竜丸展示館などがあり、13号地

公園の第三台場との間のお台場海浜公

園は、ウインドサーフィンや釣りをす

る人で賑わいます。他にも青海ふ頭公

園や若洲の15号地海浜公園があります。
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概説

(81)

６
月
９
日
江
東
区
産
業
会
館
で
、
日
本
共
産
党
江
東
地
区
委
員
会
・
日
本
民

主
青
年
同
盟
江
東
地
区
協
議
会
共
催
で
青
年
学
習
講
座
「
働
き
方
改
革
を
斬
る
」

が
開
か
れ
、
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
座
は
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
国
民
運
動
部

デ
ス
ク
行
澤
寛
史
氏
が
講
演
。
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
「
東
京
過
労

ゆ

き

ざ

わ

ひ

ろ

し

死
を
考
え
る
家
族
の
会
」
の
佐
戸
恵
美
子
さ
ん
が
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

☆

行
事
日
程

☆

○
６
月
27
日
（
水
）
19
時
～

◆
江
東
民
商
青
年
部
憲
法
９
条
学
習
会

講
師
：
大
江
京
子
弁
護
士

参
加
費
５
百
円
（
民
商
事
務
所
２
階
）

○
７
月
１
日
（
日
）
15
時
30
分
～

◆
江
東
市
民
連
合
３
千
万
人
署
名
活
動

（
豊
洲
ビ
バ
ホ
ー
ム
前
）

○
７
月
２
日
（
月
）
14
時
～
・
19
時
～

◆
映
画
「
ザ
・
思
い
や
り
Ⅱ
」
上
映
会

江
東
社
会
保
障
推
進
協
議
会

入
場
料
：大
人
千
円
・学
生
５
百
円

（
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
レ
ク
ホ
ー
ル
）

○
７
月
７
日
（
土
）
９
時
30
分
～

◆
大
島
４
丁
目
団
地
３
千
万
人
署
名
活
動

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

○
７
月
26
日
（
木
）

◆
羽
田
問
題
懇
談
会
（
予
定
）

江
東
市
民
連
合

特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
江
東
区
内
で
10
年
以
上

活
動
を
続
け
て
い
る
「
高
齢
者
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
会
」
（
略
称
・
ふ
く
わ
ら
い
の
会
）
は
５
月
26
日
に
江

東
文
化
セ
ン
タ
ー
で
総
会
を
開
き
、
活
動
報
告
・
決
算
報

告
と
新
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。
「
江

東
区
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
書
」
（
21
項
目
）
と
区
か

ら
の
回
答
に
つ
い
て
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

歌
川
広
重
「深
川
八
ま
ん
山
び
ら
き
」

（
名
所
江
戸
百
景
）

小
学
校
で
は
４
月
か
ら
「
特
別
の
教
科
・
道
徳
」
の
授
業

が
始
ま
り
成
績
も
付
け
ら
れ
、
来
年
か
ら
は
中
学
校
で
も
道

徳
が
教
科
化
さ
れ
る
な
か
、
「
江
東
の
教
育
を
考
え
る
会
」

と
都
教
組
江
東
支
部
は
共
催
で
６
月
14
日
、
安
倍
政
権
の
教

育
政
策
や
各
出
版
社
の
教
科
書
内
容
な
ど
を
学
ぶ
学
習
会
を

江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講演する行澤寛史氏と佐戸恵美子さん(円内）

講演する俵義文氏


